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市
の
ギ
ャ
ゼ
ッ
ト
^こ

：：

2
fら
し
た
ぢ 

rf
の
工
場
調
盗
が
與
味
深
い
。(pp. 
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子
れ
に
ょ
吖
文
、
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H 
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4
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l

H
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數
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炭
坑
を
除
く〕
の
四
⑶
迂
く
を
M

P

そ

の

眞

着

S

力

俊

半

ば

罡

2

り
、
全
i

籠
渚
の 

I

t

i

lし
、
石

炭

淸

露

は

盡

の
裔
餘
に
達
し
て
ゐ
た
の
で
ち

る

次

に

P灰
i

募
る
搭
械
が
、

ー
八
七
三
年
ィ
ン
デ
ィ
ア
ナ
'*
1-!
ブ
ー
ン
ジ 

ル
近
I

炭
坑
で
試
用
さ
れ
た
。.
盖

力

の

蒸

汽

機

關

を

用

ゐ

、

一
一
十
N 

IKsi

に
|ぐ
ゆ
の石

：！

灰

を

剖

り

得

る

と

稱

し
た(

タ

2
3し
。
合
^
國
で
’':
< 

明
さ
れ
た
餃
初
の
石
炭
爲
械
で
あ
る
。
同
州
の
炭
坑
經
營
の
內
情
丈
、

ハ
. 

.
ミ
ル
ト
ン
.
ラ
、、
ス
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
蒙
家
に
ょ
リ
五
十
I

 

の
资
本
と
七
干H 

,
ヵ
丨
の
窗
と
を
以
て
. 
一
S

-L
-
尔
S

ヵ
ン
ネ
ル 

ン 

d

i
さ
れ
た
->meri*can C

a
n
n
e
l

O
OE.
P
3
p
p
a
.
y 
の
ト
又
记 

人〕

の
l

-i(

•
八
五
七
ハ
や

〕

か

ら

そ

の

一

斑

を

窺

ふ

こ

と

が

出

來

る

(
P
.

智

丨4
〕
。

坑

內

夫

者

す

る

質
I

年

均

四

九

那

(

I

於
は
六 

〇
乃
至
八
〇8

、
彼
等
は
槪
ね
英
關
や

•ゥ
r

ル
ズ
の
炭
坑
か
ら
移
f

 

て
來
た
请
で
あ
つ
た
。
亂
辯
ゥ
ァ
デ
ニ
ァ
.の
炭
坑
の
場
合
に
比
し
て
、
諸

I

は
炭
な
る
が
、
.と
も
か
く
■

す
る
賣
銀
が
機
械
锘
を
促
が
.
^

と
い
ふ一

證
た
o
得
る
9 

■ 

■

然
し
な
が
ら
右
の
炭
股
劍
機
械
は
未
だ
試
用
の
域
を
出
で
ず
/
こ
の
外
. 

m

又

は

籍

空

氣

に

ょ

る

機
_

な
り
ボ
ン
プ
な
り
が
セ
^
さ 

或
は
畜
力
を
以
て
す
る
小
車
S

軌

謹

■

行
な
は
れ
て
^

^

^
い
.■

I；?； 1

! !
iiIIン

則
ホ
^

^



へ
、
一
八
八
五
平
以
前
に
は
祺
贺
上
合
衆
國
炭
坑
に
ぉ
け
る
す
べ
て
の
坑 

闪

議

一

^
杈
乃
栗
趴
fl
*
,は
、
入
力
丨
手
の
力
に
よ
っ
て
ゐ
た
の
で 

あ
っ
た
。
當
時
は
=
:淹
千
切
の
炭
坑
は
大
炭
坑
と
爵
做
さ
れ
た
。
一
八
八 

0
卬
の
閥
勢
調
炎
に
よ
れ
ば
、_

ニ
、九
九
四
の
瀝
哿
炭
坑
の
平
均
m
炭
贤 

は
平
問
一
四
、
ニ

六
九
|^
!
、(

设
大
の
炭
坑
の
出
炭
设
は
2

玩
ニ
千
1
0、
 

ニ

七
七
の
無
顔
炭
坑
の
平
均
出
炭
傲
はi

〇一 
一

一

、
三

ニ
七
^!(

ut
l
大
は
<
-'
! 

|!
5)
叫
五
所
S

。旣
に
ー
八
五
四
印

に

生

じ

た

_
靑

炭

11
.
\炭
11
1
:の
無
^
炭

 ̂

凌
狨
は
、
爾
來
岱
々
そ
の
^
藍
を
■
大
し
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。
周
知
の 

如
く
铭
十
九
忡
紀
前
平
の
ァ
メ
リ
力
炭
賴
業
は
無
煙
炭
の
金
盛
時
代
で
あ 

っ
た
が
、
そ
れ
は
太
西
洋
沿
待
の人

：：！

稠
密
な
地
方
に
理
藏
さ
れ
て
ゐ
た 

と
い
ふ
市
淸
に
负
ふ
と
こ
ろ
尠
な
く
な
い
。
然
し
蒸
汽
機
關
や
工
場
に
お 

け
る
石
炭
消
8

が
'咐
加
し
、
他
方
六
-材
の
f

が
減
少
す
る
こ
と
明
由 

な
ボ
竹
と
な
る
ヒ
及
ん
で
、
段
借
で
あ
り
11
っ 

一
M
腐
机
な
地
域
に
分
布 

す
る
顏
1!
]
炭
に
對
し
て
槊
济
の
法
总
が
向
け
ら
れ
で
行
っ
た
。
.か
く
て 

第
十
九
世
紀
後
中
に
、
多
く
の
新
坑
は
開
か
れ
又
1|
坑
は
擴
大
さ
れ
て
、
 

以
て
バ
炭
说
盟
の
沿
大
に
應
じ
た
の
で
あ
る
。
，し
か
も
出
炭
能
カ
は
贸
際 

の
街
を
常
に
上
题
っ
て
石
た
た
め
に
、
檠
界
の

ti

舉
は
微
し
か
っ
た 

が

、

耑

奶

の

絕

ぇ

ざ

る

沿

/]
[
!
に

よ

っ
て
破
減
的
競
哦
に
陷
る
こ
と
は
な
か 

.っ
た
。
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. 

.
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:

.

一_

の
：：.：：
に

從

へ

ば

、

「

fr
議
に
ぉ
い
て
赞
利
的
採
掘
が
行
な
は
れ
初 

'6
て
か
ら
|'
|
'..
十
五
|̂
-
*£
^
、•S "

ち
一
七
五
八
一
八
八

五
，；

^
に」

多
5;
ス

の
小
^

泣

よ

り

措

成

さ

れ

る

一

大

議=

炭
酸
菜
が
徐
々

'1
'
浏
り
出
さ
れ

た
"(

一
八
八
五
尔
以
前
に
大
炭
坑
负
社
は
無
煺
炭
⑴
地
方
以
外
に
な
く
、

ー：：
1'
}
极
贫
雜
誌
铬
肢
十
二
卷
笫
七
：
八

狨

.

.

.

そ
れ
も
企
出
炭
飛
の
.ニ 

♦ 

以
ih
に
出
る
こ
と
は
な 

> っ
た
。(P. 4

1
9
〕

炭
礦
檠
は
合
衆
國
の
鑛
業
生
產
に
お
い
て
も
、
國
K
經
講
造
に
お
い
て 

も
、
赏
要
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
名
拘
は
ら 

ず
、
諸
炭
坑
は
廣
大
な
地
域
に
散
布
す
る
が
故
に
一
殷
世
人
は
こ
の
成
提 

を
認
識
す
る
こ
と

少
な
く
、
彼
等
は
0
か
に
燃
料
不
足
乃
至
勞
0
淨
議
發 

生
の
時
に
の
み
こ
れ
に
ほ
員
を
拂
っ
た
に
過
ぎ
な
.か
っ
，た
の
が
ぽ
⑩
で
あ 

つ
た
。
こ
の
他
方
、
總
じ
て
い
へ
ば
、'
少
な
く
と
も
■一
 

八
八
艽
年
以
前
の 

ア
メ
リ
ヵ
炭
躜
業
は
、；

そ
の
投
下
資
本
額
に
比
し
て
多
額
の
利
潤
を
擧
げ 

た
。
-然
し
斯
菜
は
驻
だ
狩
利
な
產
梁
と
は
い
ひ
得
な
い
の
で
あ
っ
て
，
炭 

坑
經
營
渚
ょ
り
は
炭
坑
所
在
の
土
地
の
投
機
希
及
び
該
地
の
贷
地
人
が
一 

鮮
多
く
の
金
錢
的
利
益
を
掖
锊
し
た
の
で
あ
っ
た
。(

P
、
4
2
1
.〕

木
街
の
附
錄
第
ニ
に
は
、
.
一
A -

一
 

四
年
ピ
ッ
ツ
バ
ー
ク
で
發
行
さ
れ
た 

T
h
e

ミ

G
l
e
a
n
e
r

誌
に
三
號
に
瓦
っ
て
連
裁
さ
れ
た
論
文「

TT 

|<
|灰
に
っ
い
て」

.(

執
维
恭
不
訐〕

が
、
.稀
^
文
献
と
し

て
科
舒
さ
れ
て
ミ 

る
。(pp. 

5
9
3
1
6
1
4
〕

そ
の
內
韩
は
、
炭
賴
業
に
お
い
て
も
先
進
阋
で 

あ
っ
た
ィ
ギ
リ
ス
そ
の
他
に
お
け
る
當
時
の
一
殷
的
見
解
を
、
石
炭
の
，f:
i 

级
史
、
1

,
坑
内
の
爆
發
瓦
斯
に
伴
ふ
諸
現
象
、
コ
1
ク
ス
製
笾
法
、
 

タ
ー
ル
蒸
溜
法
、
瓦
斯
燈
等
の
諸
顼
百
に
分
っ
て
、
披
挺
し
た
も
の
で-.C 

る
.。
著
溝
の
紹
介
の
辭
に
ょ
れ
ば
、
.
ア
リ
ゲ
ニ
ー

山
脈
以
西
で
刊
行
さ
れ 

た
石
炭
に
關
す
る
最
初
の
論
文
で
あ
り
、

合
衆
國
に
お
.け
る
文
^
ホ

最
も 

+I-
I
き
も
の
の
一
っ
に
麗
す
る
。
そ
.の
意
味
で
一
誔
し
、
こ
れ
を
ヵ
ル

ド
ノ 

ク
ス
採
炭
法
の
如
き
掘
進
速
度
の
拊
大
、
坑
內
爆
發
の
絕
減
を
期
し
た
炭 

坑
科
挖
の
雪
を
示
し
て
ゐ
る
合
衆
國
の
现
狀
と
對
比
す
る
な
ら
ば
、

與

.
九

三

R

六
2

ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
著

「

ア
メ
リ
ヵ
炭

_
椠
史」

.
IM
-
-
>tiA,ごも
の
を

^
え
る
。

.ア
メ
リ
ヵ
炭
^
業
初
期
の
發
挝
の
諸
記
錄
を
蒐
集
し
て
こ
れ
を
本
歡
に

 

公
邗
し
た

|

は
、「

一
八
S

平

i

の

證

汾

加

し

た

諸

窘
の
中
か 

ら
、

薇

さ

れ
な
い

う
ち
に
顏

の

麗

を
f

て
、

こ
れ
を
^
成
さ
れ

ん
こ-

M
J

 

””
來
の
史
，お
に
留
む」

と
い
.つ
、
て

本

文

を

結

ん

で

ゐ

る

Q
,

4
2
1
0
0

本

稿

の

馨

に

述

ベ

た

や

う

に

、
本

涅

赛

上

史

料

集

2

つ

て

そ

の

队

り

に

お

い

て

批

評

を

下

す

餘

地

に

乏

し

い

。
義

に

收

め

ら

 

1

リ
ル
文
に
は
、

ア
メ
リ
力
炭
横

I

.
發
達
に
は
關
係
の
滞
い
.や
う
な

 

も

の

も

赘

す

る

。
又
か
な

o
髮

の

も

の

も

少

な

く

な

い

。

そ

'れ

等

は

 

办
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L
附

錄
钫一

一
 
の
場
合
の
や
う
に
稀

_
で
ぁ
る
故
か
、
或
は
石
炭
に
つ
.、， 

て
の
规
在
の
往
時
の
そ
れ
と
驻
だ
異
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
か
に

、

^
 

て

f

の
と
い
つ
て
ょ
い
。
本

歡

に

相

げ

ら

れ

た

麗

料

を

利

用

す

る

渚

 

のo

ぇ
力
ら

V
へ

ば

著

^
力
^
資
料
を
敷
衍
し
て
解
釋
し
た
り
推
論
を

 

下
し
た

m
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、

I

に
お
け
る
如

.
<原
|

$

一
の
ま
X 

て
^
管

れ

て

ゐ

る

方

が

遥

か

に

利

相

篇

が

多

い

。
當
時
の
見
解
や
諸

 

4

を
知
る
に
も
、
原
典
に
直
接
接
す
る
こ
と
が
却
？

最
も
植
徑
で
も

 

る
。

こ
の
や
う
に
考
へ
て
、
木
爵
の
公
刊
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
こ
し

 

た
の
で
ぁ
る
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固
み
に

i

接

束

上

野
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國

立

I

窗
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收

f
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